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日
本
水
彩
畫
會
研
究
所
長
野
支
部
月
次
會
報
告

去
五
月

中
旬
發
會
式
を
擧

行
い
た
し
候
當
支
部
は

今
月
第

一
日
曜
日
（

六

日
)
を
以
て
第

一
回
の
月
次
會
を
當
地
師
範
學
校
に
て
開
催
仕
候
、
時
は

初
夏
新
緑
滴
る

が
如
き
侯
、
會
員

一
同
先
月
來
思
ひ
々
々
に
自
己

の
得
意

な

る
點
に
向
つ
て
研
究
を
重
ね
居
り
候
事
に
候

へ
ば
、
當
日
午
前
九
時
よ

り
續

々
來
會
、
會
員
殆
ど
全
部
出
席
相
成
候
。

作
品
の
集
れ
る
も
の
八
十

餘
點

長
野
附
近

の
勝
景
を
悉
く
一
室

の
中
に
集
め
た
る
の
觀
有
之
候
。
午

前
十

時
幹
事
よ
り
會
務
の
報
告
、
夏
季
講
習
會
等

の
件
に

つ
き
報
告
あ
り

終
て
出
品
繪
畫

に
つ
き
互
評
會

を
催
し
候
兎
角
斯
る
會
に
て
は
他
人
の
出

品
畫

に
つ
き
て
は
遠
慮
の
み
致
居
り
十
分
な
る
批
評
を
加

へ
ざ
る
が
例
に

御
座
候
か
ゝ

る
風
は
相
互
の
研
究
上
却
て
よ
ろ
こ
ば
し
か
ら
ざ
る
義
に
候

へ
ば
本
會

に
て
は
其
弊
風
を
去
り
思

ふ
存
分
忠
告
も
惡
口
も
な
す
積
り
に

て
當
日
の
批
評
の
如
き
も
實
に
盛
な
る
も
の
に
有
之
候
。
「君
の
繪
は
光
線

の
方
向
が
間
違
つ

て
居
る
、
此
畫

き
方
で
は
お
日
樣

が
二
つ
あ
る
と
し
か

思

へ
ぬ
｣
「此
繪
は

色
が
非
常
に
生
だ
こ
れ
を

見
た
感
じ
は
ま
る
で
地
獄
極

樂
の
繪
を
見
る
樣

だ
｣
「此
繪

は
ま
る
で
色
が
腐

つ
て
居
る
｣
な
ど
の
批
評

は
隨

分
喝
采
を
得
申
候
、

し
か
し
決
し
て
惡

口
の
み
で
は
無

之

中

に

は

「
君
の
繪
は
確
に
專
門
家
を
凌
ぐ
の
概
が
あ
る
、
實

に
感
服
の
外

な
い
｣と

か
「
君
は
急
に
手
を
上
げ
た
僕
等
も
大
に
奮
發
せ

ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
な
ど

い
ふ
虚
偽

な
ら
ぬ
賛
辭

も
出
で
中

候
、
批
評
の
み
に
て
殆
ど
二
時
間
を

費

し
實
に
趣
味
あ
る
集
會
に
有
之
一
點

の
俗
氣
も
な
く
、
野
心
も
な
く
當
日

の
會
場

に
は
定
め
し
美
の
女
神

が
降
臨
せ
ら
れ
つ
ゝ

あ
り
し
こ
と
ゝ
信
じ

申
候
、

右
報
告
候
通
り
當
地

の
洋
畫

界
は

至
て
幼
稚
に
は
候

へ
ど
も
十
分

の
勇
氣
と
希
望

と
を
以
て
活
躍

い
た
し
居
候
間
御
安
意
致
下
度
候
右
大
要

の
み
御
報
告
に
及
び
候
也
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鎌

倉
 
堀

谷

紫

海

生

山
と
水
と
の
美
を
兼
ね
有
す
る
寫
生
の
好
適
地
た

る
鎌
倉
は
、

古
刹
寺
院

多
く
、
小
川
も
あ

つ
て
、
遠
望
に
も
富
ん
で
ゐ
る
所
で
あ
る
、
長
谷
の
大

佛
、
觀

音
附
近
に
も
描
か
う
と
思
ふ
所
が
多
く
、
友
人
が
來
る

度
毎
に
は

必
ず

一
度
は
筆

を
ス
ケ
ツ

チ
ブ
ツ
ク
に
止
め
る
の
で
あ
る
、
常

に
野
原
に

海
岸
に
寫

生
す
る

者
あ
り
て
、
非
常

に
余
の
心
を
動
か
さ
し
む
る
の
で
あ

る
、
其
外

描
く
べ
き
材
料

が
多

い
、
中

に
も
鶴
ヶ

岡
八
幡
宮
は
、

昔
の
有

樣
を

其
儘

に
、
何
と
な
く
壮
嚴
を
極
め
、
金
殿
朱
閣
老
松
の
間
に
、
隠
れ

見
え
て
實

に
畫
を
見
る
樣
な
思
ひ
が
す
る
、
南
は

相
模
灘
に
面
し
、
江
の

島
は
眼
前
に
横
は

つ
て
、
由
井
ヶ
濱

の
波
濤
蒼
翠
ま
た

掬
す
べ
き
で
あ
る
、

稻
村

ケ
崎
右
に
突
き
出
て
眞
帆
片
帆
往
來
し
て
、
朝
夕
の
眺
め
は
別
で
あ

る
、

青
松
の
間
に
漁
家
の
點
綴
し
、
遠
く
は
伊
豆
連
山
三
浦
半
島
を
望
み
、

一
と
し
て
畫

に
成
ら
無

い
處
は
無

い
、
今
度
の
講
習
會
は

か
ゝ
る
地
に
開

か
る
ゝ

で
あ
る
、
約
二
週
日
、
そ
の
間
の
畫
的
生
活
は
有
益
有
趣
味
、
大

に
愉
快
で
あ
ら
う
と
思
は
れ

る
、
各
地
の
諸
兄
よ
振

つ
て
鎌
倉

へ
と
集

つ

て
來
給

へ
、
余
等
は

双
手
を
擧

げ
て
諸
君
を
歡

迎
す
る
で
あ
ら
う
至
囑
至


